
レギュラトリーサイエンス学会シンポジウム
～臨床研究に係る制度と広告のあり方の見直し～

日時：平成26年12月17日（水） 12：30～16：30
場所：一橋大学一橋講堂 (学術総合センター)

（東京都千代田区一ツ橋2－1－2 ）

参加申込：学会ホームページ（ http://www.srsm.or.jp/ ）からお申込ください。
申込締切：平成26年12月5日（金）

なお、座席に余裕がある場合には、当日参加も受け付けます。

参加費：正会員：8,000円、若手会員：5,000円、学生会員：2,000円（消費税込）

非会員：10,000円（消費税込）

連絡先： 一般社団法人レギュラトリーサイエンス学会 事務局
〒160-0016 東京都新宿区信濃町35信濃町煉瓦館5階 一般財団法人国際医学情報センター内

Tel 03-5312-1466 Fax 03-5361-7091
E-mail: srsm-office@imic.or.jp

12：30 開会

12：30～13：00 講演１ 臨床研究に関する制度のあり方等についての検討状況

河野 典厚（厚生労働省医政局研究開発振興課治験推進室長）

13：00～13：20 講演２ 医療用医薬品の広告のあり方の見直しについての検討状況
日下部 哲也

（厚生労働省医薬食品局監視指導・麻薬対策課課長補佐）

13：20～13：50 講演３ 臨床研究に係る法的規制の受け止め方
楠岡 英雄（国立病院機構大阪医療センター院長）

13：50～14：00 休憩

14：00～14：30 講演４ 臨床研究の現場から見た臨床研究制度の見直し(仮称)
中村 秀文（国立成育医療研究センター臨床試験推進室長）

14：30～15：00 講演５ アカデミアの現場から見た臨床研究制度の見直し
内田 直樹

（昭和大学医学部薬理学講座（臨床薬理学部門）教授）

15：00～15：30 講演６ 臨床研究制度見直しに向けた製薬業界の期待と課題（仮称）
稲垣 治（日本製薬工業協会医薬品評価委員会委員長）

15：30～15：40 休憩

15：40～16：30 パネルディスカッション
講 師：上記の講師
進行役：中垣 俊郎(国立医薬品食品衛生研究所）

16：30 閉会
※ 今後、タイトル等は変更となる可能性があります。


